
＜英語語法マスター④＞動詞の語法④
回svo ゎ V 夕石°の勤詞ー覧
-切.VU in V 迫の1窯町仕‘男ぼ呵―

(( )roにVす忍よう忠告する「→直後に初 V1む＜！（ ）な~o
女（ ）や（ ）釦とることもできる。

(( ) roがVす却のを許丸→ ( ）は続かないl （受身®)
六奪める-'の意昧忌：、（ ）と（ ）をとる。

ｮ( ),..0に Vするよう頼も‘→→( ）で表すことはできない！

@( )roがVする原因とな歪（受身⑨）

ｮ( ) rOlc Vするよう命じ歪→（ ）は X!

(( )roに Vす恣ことを強いる「→ ( ）は続砕‘い！（疇）

(( ) roに Vするよう追いやる・、駐り立て歪

ｮ( )roがVす却のを直lこす歪←無生物主語の椴丸遠く使われる！

ｮ( ) roが Vするよう励ます・勧める」

@( )roが Vすると聟捻・期待す乱＝（ ) 
•X•( ) r Vするつもりであ歪

(( )roに Vす奇ことを強い歪→（ ）は続かない．I （受身®)

•( )roに Vするよう勧める.J •*( ) r-①をAl~招待翁

(( ) r0にVす都のを任せ歪←（ )roを®に任せ歪

@( )rOにVするようにし向ける→ •X•( )rAへ通じ‘歪

(( ) roに Vしてもらいたい-'← ( ) r- v したい..1

= ( )/( )/ ( ) 

(( ) r 
-'= ( ) 

ｷX.ｷ ( )「Aを 8に注女する」← to 1記政！

ｮ( ) r-0がVす否のを許す.J→（ ）は続ガない．l （受身@)



圧lつづき
r-

( ) roを説得して Vさせ歪＝（ ) 
→面得吐乱の意昧では（ ）をとる。← r01こ辺蜘尋吐歪

釈 ) 0に Vすると約束するJ← Oは意昧上の主語ではない！
He promis函 me to (X)mer-at ni'ne. r彼は私（呼蒔に総と約束し亙
→ rOJme”(/)は 0であずrne.Jではなく詞Heょ l

) roにVすることを思い出さ伝5止←原因•動機と蕊窃淀s,~~
I ) r-Aに B[sV]を思い出させ気

）も可！←胴疏！) r0に Vするビ要求す気—•01cは（

) roに Vす否よう言う」

)roがV捻よう強く促文→ ( )•( 
パの意昧では血t蹄をとる！←原形V系

粉( ) ro1~ Vす忍よう警告す~.J--+(
~Aに瞑警告す歪→（
L-

回SVO in Vの形をとれない忠意すべき動詞
(( )噌恥歪→( )/( )/( 

(( )滸丸→（ )/( 

ｮ ( } r-許丸→（

ｮ( 「畔す歪→（
ｮ( ) ~提案する「→（
ｮ( ) r提案す歪→（

)1ま不可！

戸

｀
｀
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)rAを Bのことで許す」

) rAを Bのことで許す→

)/ (rAをB(こ
)I( ) 讀璃
) / () 

®忍） 1さ入を目的語としておくことができない。→ ( ）にする［
ｮ( )澄珂餞→( / )← o心 I~叙l

ｮ( ) r-希望する「→( )/( )/( ) 

r翫Vす否のを望む.J rSがv,~りますように~ rA左鞘倒冤

ｮ( )歴し気→( )r®に Vすることを禁し‘気
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